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国�際調整枠組みと国内政策とのインタラクション
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一　

は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、「
地
球
観
測
に
関
す
る
政
府
間
会
合
（Group on Earth O

bservations: 

以
下
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
）」
を
事
例
に
、
地
球

観
測
事
業
に
関
す
る
包
括
的
な
国
際
調
整
枠
組
み
の
形
成
が
、
当
該
事
業
に
係
る
国
内
政
策
の
策
定
や
実
施
に
い
か
な
る
影
響
を
及

ぼ
し
た
か
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

Ｇ
Ｅ
Ｏ
は
、
国
際
協
力
に
よ
る
調
整
さ
れ
た
地
球
観
測
の
必
要
性
に
対
す
る
世
界
的
な
認
識
を
背
景
に
、
地
球
観
測
サ
ミ
ッ
ト
と

呼
ば
れ
る
三
度
の
閣
僚
級
会
合
の
開
催
を
通
じ
て
二
〇
〇
五
年
に
設
立
さ
れ
た
、
地
球
観
測
に
お
け
る
国
際
調
整
を
推
進
す
る
た
め

の
政
府
間
組
織
で
あ
る
。
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
は
国
連
加
盟
国
と
欧
州
委
員
会
（
Ｅ
Ｃ
）
に
開
放
さ
れ
て
お
り
、
執
筆
時
現

在
、
百
一
一
か
国
が
加
盟
し
て
い
る（

（
（

。「
人
類
の
利
益
の
た
め
の
意
思
決
定
や
行
動
が
、
調
整
さ
れ
包
括
的
で
持
続
的
な
地
球
観
測

情
報
及
び
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
情
報
提
供
さ
れ
る
将
来
を
実
現
す
る
」
と
い
う
壮
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
が
中
心
的
な
使
命
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、「
全
球
地
球
観
測
シ
ス
テ
ム
（Global Earth O

bservation System
 of System

s:

以
下
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
）」
の
構
築
で
あ
る
。
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
、「
調
整
さ
れ
た
複
数
の
独
立
の
地
球
観
測
、
情
報
、
処
理
シ
ス
テ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
る
一

つ
の
セ
ッ
ト
」
と
定
義
さ
れ
、
全
世
界
を
対
象
地
域
と
し
、
地
上
（
現
場
）、
航
空
機
、
衛
星
等
に
よ
る
観
測
を
含
む
包
括
的
シ
ス

テ
ム
で
あ
る（

（
（

。
す
な
わ
ち
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
に
参
加
す
る
国
家
や
国
際
機
関
等
が
貢
献
す
る
複
数
の
多
様
な
地
球
観
測
及

び
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
「
調
整
（Coordination

）」
に
よ
り
、
一
つ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
す

構
想
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
国
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
に
参
加
し
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
構
築
へ
の
貢
献
を
企
図
す
る
こ
と
に

よ
り
、
国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
、
自
国
の
多
様
な
観
測
事
業
や
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
調
整
し
た
形
で
計
画
、
運
用
す
る
よ
う
促
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
と
い
え
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
国
際
事
業
へ
の
参
加
を
契
機
と
し
た
地
球
観
測
事
業
の
国
内
調
整
に
着
目
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
議
論
の
国
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内
政
策
へ
の
影
響
や
そ
の
関
係
性
を
実
証
的
に
評
価
し
て
み
た
い
。
地
球
観
測
の
国
際
調
整
や
国
際
協
力
に
関
す
る
政
策
的
観
点
か

ら
の
論
考
は
あ
る
も
の
の
、
国
内
調
整
に
関
す
る
議
論
は
ほ
と
ん
ど
み
あ
た
ら
な
い（

（
（

。
し
か
し
、
多
様
な
地
球
観
測
へ
の
投
資
か
ら

最
大
限
の
利
益
と
シ
ナ
ジ
ー
を
得
る
と
い
う
点
で
は
、
国
内
の
観
測
活
動
も
国
際
的
活
動
も
同
様
で
あ
り
、
各
国
が
国
際
場
裏
で
協

力
を
推
進
す
る
基
礎
と
し
て
、
国
内
に
お
け
る
協
力
や
調
整
が
鍵
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
国
際
的
取
組
と
国
内
の
取
組
の
イ
ン
タ
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
解
明
は
、
よ
り
効
果
的
な
地
球
観
測
事
業
の
発
展
に
も
寄
与
す
る
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
下
で
は
、
ま
ず
、
本
稿
の
分
析
枠
組
み
と
対
象
を
紹
介
し
、
分
析
対
象
で
あ
る
と
こ
ろ
の
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
発
展
と
各
国
の
取
組
に
つ

い
て
記
述
す
る
。
そ
し
て
、
分
析
結
果
に
つ
い
て
考
察
し
た
後
、
ま
と
め
と
政
策
的
含
意
を
述
べ
て
む
す
び
と
す
る
。

二　

分
析
枠
組
み
と
分
析
対
象

　

本
稿
で
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
形
成
を
主
導
し
た
米
国
、
日
本
の
二
か
国
を
対
象
に
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
議
論
に
応
じ
た
国
内
の
地
球
観
測
の
調

整
の
取
組
の
進
展
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
的
議
論
の
国
内
政
策
へ
の
影
響
を
検
討
す
る
。
本
稿
に
お
け
る
問
い
は
、
次
の

二
つ
で
あ
る
。
①
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
設
立
が
各
国
の
地
球
観
測
政
策
、
特
に
地
球
観
測
の
調
整
と
い
う
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
た
か
。
②
そ
れ
ら
の
影
響
を
左
右
す
る
要
因
は
何
か
。
こ
れ
ら
の
問
い
に
、
日
米
の
事
例
の
比
較
研
究
に
よ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。

米
国
と
日
本
を
対
象
と
す
る
の
は
、
次
節
に
述
べ
る
よ
う
に
、
両
国
は
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
創
設
に
つ
な
が
っ
た
地
球
観
測
サ
ミ
ッ
ト
の
ホ
ス

ト
国
で
あ
り
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
に
お
け
る
国
際
的
な
議
論
と
同
時
に
、
そ
の
国
内
へ
の
展
開
に
も
積
極
的
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（

（
（

。
分

析
の
範
囲
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
前
身
の
枠
組
み
で
あ
る
「ad hoc GEO

」
の
設
立
時
か
ら
現
在
ま
で
の
国
内
の
取
組
を
対
象
と
す
る
。

　

各
国
の
国
内
政
策
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
各
国
の
対
応
の
歴
史
的
展
開
の
中
で
見
え
て
く
る
、
国
内
調
整
の
た
め
の
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
や
調
整
枠
組
み
の
発
展
に
注
目
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
そ
れ
ら
と
国
際
枠
組
み
で
あ
る
Ｇ
Ｅ
Ｏ
側
の
発
展
と
の
関
係
か
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ら
、
国
際
枠
組
み
に
よ
る
国
内
政
策
へ
の
影
響
を
評
価
す
る
。
ま
た
、
日
米
の
国
内
対
応
を
比
較
し
、
共
通
点
や
相
違
点
を
考
察
し

て
、
影
響
要
因
の
検
討
を
試
み
る
。
両
国
に
お
け
る
地
球
観
測
事
業
の
実
質
的
な
調
整
の
進
展
の
評
価
や
、
調
整
枠
組
み
の
組
織
構

成
や
機
能
等
の
比
較
と
考
察
か
ら
、
地
球
観
測
事
業
の
調
整
を
推
進
す
る
う
え
で
の
政
策
的
含
意
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

　

分
析
に
用
い
る
資
料
は
、
主
と
し
て
公
に
入
手
可
能
な
政
策
文
書
、
報
告
書
や
情
報
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
分
析
を
補
足
す
る
も
の

と
し
て
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
と
国
内
の
調
整
活
動
に
参
画
し
て
き
た
日
米
の
専
門
家
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
も
活
用
す
る（

（
（

。

三　

Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
形
成
・
発
展
と
各
国
の
政
策
的
対
応

（
1
）
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
形
成
・
発
展
の
概
要（

（
（

　

二
〇
〇
二
年
九
月
の
「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界
首
脳
会
議
（
Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）」
に
お
け
る
、
調
整
さ
れ
た
地
球
観
測
の
必

要
性
の
認
識
が
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
設
立
の
契
機
と
さ
れ
る
。
二
〇
〇
三
年
六
月
の
Ｇ
8
エ
ビ
ア
ン
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
全
球
観
測
に
お
け
る
国

際
協
力
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
、
小
泉
総
理
（
当
時
）
の
提
唱
に
よ
り
、
一
〇
年
間
の
実
施
計
画
の
策
定
と
閣
僚
会
合
の
開
催
が
合

意
さ
れ
た
。
翌
七
月
に
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
第
一
回
目
の
地
球
観
測
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
後
に
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
呼
ば
れ
る
国
際

調
整
に
よ
る
地
球
観
測
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
一
〇
年
間
の
実
施
計
画
の
策
定
を
行
う
臨
時
作
業
部
会

ad hoc GEO

が
設
立
さ
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
七
月
に
、
小
泉
総
理
も
出
席
し
て
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
地
球
観
測
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
範
囲
と
意
図
を
定
義
し
た
枠
組
み
文
書
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
五
年
二
月
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に

お
け
る
第
三
回
地
球
観
測
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一
五
年
を
対
象
と
し
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
中
心
的
に
対
応
す

る
九
つ
の
社
会
利
益
分
野
（Societal Benefit A

reas: 

以
下
、
Ｓ
Ｂ
Ａ
ｓ
）
や
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
二
年
、
六
年
、
一
〇
年
の
目
標
を
設

定
す
る
「
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
一
〇
年
実
施
計
画
（
以
下
、
一
〇
年
実
施
計
画
）」（

（
（

が
採
択
さ
れ
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
推
進
す
る
国
際
的
枠
組
み



87

国�際調整枠組みと国内政策とのインタラクション

と
し
て
正
式
に
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
設
立
が
承
認
さ
れ
た
。

　

Ｇ
Ｅ
Ｏ
は
、
二
〇
〇
五
年
五
月
か
ら
Ｇ
Ｅ
Ｏ
本
会
合
（GEO

 Plenary

）
の
開
催
を
開
始
し
、
共
同
議
長
や
執
行
委
員
会
等
に
よ

る
執
行
体
制
や
常
設
事
務
局
等
の
組
織
及
び
運
営
規
則
等
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
一
〇
年
実
施
計
画
を
具
体
化
す
る
「
Ｇ
Ｅ
Ｏ
作

業
計
画
」
を
策
定
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
デ
ー
タ
共
有
の
た
め
の
原
則
や
仕
組
み
の
構
築
、
森
林
、
生
物
多
様
性
、
農
業
等
を
対
象

と
す
る
多
様
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
間
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
は
、
ほ
ぼ
一
年
に
一
度
の
Ｇ
Ｅ
Ｏ
本
会
合

の
ほ
か
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
閣
僚
級
サ
ミ
ッ
ト
（GEO

 M
inisterial Sum

m
it

）
を
二
〇
〇
七
年
に
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
、
二
〇
一
〇
年
に
北
京
で

開
催
し
た
。

　

二
〇
一
二
年
一
一
月
の
第
九
回
Ｇ
Ｅ
Ｏ
本
会
合
で
は
、
二
〇
一
五
年
以
降
の
議
論
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
一
月
の
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
で
の
閣
僚
級
サ
ミ
ッ
ト
で
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
権
限
を
二
〇
二
五
年
ま
で
延
長
す
る
内
容
を
含
む
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
二
〇

一
五
年
一
一
月
の
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
の
Ｇ
Ｅ
Ｏ
閣
僚
級
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
二
五
年
を
対
象
に
、
新
た

に
八
つ
の
Ｓ
Ｂ
Ａ
ｓ
を
規
定
す
る
「
Ｇ
Ｅ
Ｏ
戦
略
計
画
二
〇
一
六
～
二
〇
二
五
（
以
下
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
戦
略
計
画
）」（

（
（

を
承
認
す
る
宣
言
が

採
択
さ
れ
た
。
現
在
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
は
、
本
戦
略
計
画
の
下
、
優
先
連
携
分
野
と
し
て
、
国
連
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）、

パ
リ
協
定
、
仙
台
防
災
枠
組
み
へ
の
貢
献
を
柱
に
、
産
業
界
の
巻
き
込
み
等
も
含
め
た
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
推
進
を
議
論
し
て
い
る
。

（
2
）
米
国
の
対
応

　

二
〇
〇
三
年
七
月
に
第
一
回
地
球
観
測
サ
ミ
ッ
ト
を
ホ
ス
ト
し
た
米
国
で
は
、
サ
ミ
ッ
ト
後
、
国
家
科
学
技
術
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｔ

Ｃ
）
の
下
、
省
庁
間
調
整
の
た
め
の
「Interagency W

orking Group on Earth O
bservations

（
Ｉ
Ｗ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
）」
が
設
置
さ

れ
た
。
Ｉ
Ｗ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
任
務
は
、
米
国
の
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
へ
の
貢
献
部
分
に
関
す
る
一
〇
年
間
の
実
施
計
画
の
策
定
で
あ
り
、
二
〇
〇

五
年
四
月
、
Ｉ
Ｗ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
は
「
米
国
統
合
地
球
観
測
シ
ス
テ
ム
（Integrated Earth O

bservation System
: 

以
下
、
Ｉ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
）
戦
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略
計
画
」
を
発
表
し
た
。
本
戦
略
計
画
は
、
米
国
の
貢
献
策
Ｉ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
目
標
を
設
定
し
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
同
様
に
九
つ
の
Ｓ
Ｂ
Ａ
ｓ

に
対
す
る
要
求
事
項
を
規
定
し
た（

（
（

。

　

第
三
回
地
球
観
測
サ
ミ
ッ
ト
翌
月
の
二
〇
〇
五
年
三
月
、
米
国
で
は
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
環
境
・
天
然
資
源
委
員
会
の
小
委
員
会
と
し
て
、

Ｉ
Ｗ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
に
代
替
す
る
「U

nited States Group on Earth O
bservations

（
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
）」
が
設
置
さ
れ
た
。
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ

に
は
、
三
つ
の
大
統
領
行
政
府
組
織
（
環
境
諮
問
会
議
（
Ｃ
Ｅ
Ｑ
）、
行
政
管
理
予
算
局
（
Ｏ
Ｍ
Ｂ
）、
科
学
技
術
政
策
局
（
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
））

と
一
五
の
連
邦
機
関
が
参
加
し
、
海
洋
大
気
庁
（
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
）、
米
国
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
が
共
同
議
長
を
務
め

た
。
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
目
標
は
、
米
国
Ｉ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
開
発
と
調
整
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
に
お
け
る
米
国
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と

調
整
さ
れ
た
参
加
を
形
成
す
る
こ
と
の
二
つ
で
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
管
理
、
能
力
開
発
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
、
科
学
技
術
、
ユ
ー

ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
四
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
が
お
か
れ
た（

（1
（

。

　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
、
議
会
は
、
二
〇
一
〇
年
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
授
権
法
（PL111-267

）
セ
ク
シ
ョ
ン
七
〇
二
を
通
じ
て
、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
長

官
に
対
し
、
戦
略
的
計
画
の
策
定
を
含
む
、
民
生
地
球
観
測
の
よ
り
広
範
な
調
整
を
確
保
す
る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
設
置
を
指
示

し
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
、
二
〇
一
一
年
二
月
に
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
環
境
・
天
然
資
源
・
持
続
性
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
）
の
下
、
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
、
内
務
省
、
商
務
省
を
共
同
議
長
と
し
、
一
一
の
省
庁
・
機
関
と
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
、
Ｏ
Ｍ
Ｂ
が
参
加
す
る
「N

ational 

Earth O
bservation T

ask Force 

（
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｔ
Ｆ
）」
が
設
置
さ
れ
た
。
二
〇
一
三
年
四
月
に
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｔ
Ｆ
が
と
り
ま
と
め
た
「
民

生
地
球
観
測
国
家
戦
略
（
以
下
、
国
家
戦
略
）」
は
、
地
球
観
測
に
関
す
る
三
年
毎
の
評
価
（A

ssessm
ent

）
の
実
施
及
び
計
画
策
定

の
た
め
の
政
策
枠
組
み
と
そ
の
方
法
を
設
定
し
、
一
三
の
Ｓ
Ｂ
Ａ
ｓ
に
基
づ
く
優
先
順
位
付
け
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
連
邦
政
府

の
デ
ー
タ
管
理
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
規
定
し
た（

（1
（

。

　

同
じ
く
二
〇
一
三
年
四
月
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
は
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
／
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
の
小
委
員
会
と
し
て
再
認
可
さ
れ
た
。
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
を
議

長
と
し
、
一
三
の
連
邦
政
府
機
関
と
Ｃ
Ｅ
Ｑ
、
Ｏ
Ｍ
Ｂ
、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
が
参
加
し
た
。
新
た
な
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
目
的
は
、
国
家
戦
略
を
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受
け
、
①
国
内
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協
力
し
、
連
邦
政
府
の
地
球
観
測
活
動
の
調
整
、
計
画
、
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
、
②
連
邦

政
府
全
体
に
デ
ー
タ
管
理
や
相
互
運
用
性
を
促
進
す
る
こ
と
、
及
び
、
③
Ｇ
Ｅ
Ｏ
に
お
け
る
米
国
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
米
国
の
参
加
を

調
整
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
関
与
す
る
こ
と
で
あ
っ
た（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
任
務
に
あ
た
る
た
め
、
新
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ

Ｏ
に
は
四
つ
の
Ｗ
Ｇ
が
設
置
さ
れ
た
。
①
米
国
の
Ｇ
Ｅ
Ｏ
参
加
と
Ｇ
Ｅ
Ｏ
作
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
貢
献
を
調
整
す
る
「
国
際
活
動
Ｗ

Ｇ
」。
②
三
年
毎
の
地
球
観
測
評
価
を
監
督
、
実
施
す
る
「
評
価
Ｗ
Ｇ
」。
③
地
球
観
測
デ
ー
タ
管
理
活
動
を
調
整
す
る
「
デ
ー
タ
管

理
Ｗ
Ｇ
」。
④
衛
星
提
供
機
関
（
主
と
し
て
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
の
た
め
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
を
集
約
す
る
「
衛
星
ニ
ー
ズ
Ｗ
Ｇ
」（
本
Ｗ
Ｇ
は
二

〇
一
六
年
度
大
統
領
予
算
プ
ロ
セ
ス
で
の
Ｏ
Ｍ
Ｂ
及
び
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
の
要
求
に
基
づ
き
設
置
）。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
八
月
に
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ

に
よ
り
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
活
動
調
整
の
た
め
の
「
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
設
置
さ
れ
、
以
後
二
年
毎
に
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
作
業
計

画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

（1
（

。

　

二
〇
一
四
年
七
月
に
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
が
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
政
府
機
関
横
断
の
取
組
を
通
じ
て
策
定
し
た
、
初
の
「
民
生
地
球
観
測
国

家
計
画
（
以
下
、
国
家
計
画
）」
が
発
表
さ
れ
た
。
当
該
計
画
は
、
二
〇
一
三
年
の
国
家
戦
略
に
基
づ
き
、
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｔ
Ｆ
が
二
〇
一
二

年
に
実
施
し
た
大
規
模
な
連
邦
地
球
観
測
事
業
の
評
価
を
基
礎
に
策
定
さ
れ
、
地
球
観
測
事
業
を
持
続
（Sustained

）
と
試
験

（Experim
ental

）
に
分
け
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
求
め
る
と
と
も
に
、
最
優
先
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
観
測
の

調
整
及
び
統
合
を
あ
げ
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
を
「
地
球
観
測
の
政
府
機
関
間
の
議
論
及
び
調
整
の
主
た
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
位
置
づ
け
た（

（1
（

。

　

そ
の
後
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
下
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
環
境
委
員
会
の
小
委
員
会
と
し
て
活
動
を
継
続
し
て
き
た
。
そ
の

任
務
は
、
①
連
邦
地
球
観
測
活
動
の
計
画
・
調
整
・
評
価
、
②
地
球
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
の
管
理
及
び
相
互
運
用
性
の
改
善
、
③
地
球

観
測
デ
ー
タ
に
関
す
る
高
優
先
度
の
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
の
特
定
、
④
米
国
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
形
成
、
米
国
の
Ｇ
Ｅ
Ｏ
参
加
の
調
整
に
よ

る
国
際
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
与
で
あ
る
。
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
、
Ｏ
Ｍ
Ｂ
と
一
三
の
連
邦
政
府
機
関
が
参
加
し
て
お
り
、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
、

Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
、
米
国
地
質
調
査
所
（
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
）
の
四
機
関
が
共
同
議
長
を
務
め
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
一
二
月
に
は
、
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二
〇
一
六
年
の
第
二
次
地
球
観
測
評
価
に
基
づ
き
、
地
方
・
民
間
・
ア
カ
デ
ミ
ア
等
も
視
野
に
入
れ
た
米
国
連
邦
地
球
観
測
事
業
の

調
整
を
目
的
と
し
、
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン
と
貢
献
す
る
政
府
機
関
を
定
め
た
「
二
〇
一
九
年
民
生
地
球
観
測
国
家
計
画
」
が
、
Ｕ
Ｓ

Ｇ
Ｅ
Ｏ
に
よ
り
策
定
さ
れ
た（

（1
（

。

（
3
）
日
本
の
対
応

　

第
一
回
地
球
観
測
サ
ミ
ッ
ト
後
、
日
本
に
お
い
て
も
、
政
府
に
お
け
る
地
球
観
測
の
議
論
が
開
始
さ
れ
た
。
内
閣
府
総
合
科
学
技

術
会
議
（
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
）
は
、
二
〇
〇
三
年
九
月
に
、
重
点
分
野
推
進
戦
略
専
門
調
査
会
環
境
研
究
開
発
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
「
地
球
観
測
調
査
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
立
ち
上
げ
て
集
中
的
な
調
査
・
検
討
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
は
「
地
球
観
測

の
推
進
戦
略
（
以
下
、
推
進
戦
略
）」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
七
月
の
第
二
回
サ
ミ
ッ
ト
を
経
て
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
に
意
見
具
申

さ
れ
た
。
推
進
戦
略
は
、
地
球
観
測
に
関
す
る
日
本
の
基
本
戦
略
と
考
え
方
、
今
後
一
〇
年
を
目
途
に
取
り
組
む
重
要
事
項
を
規
定

し
た
。
三
つ
の
基
本
戦
略
の
一
つ
と
し
て
「
利
用
ニ
ー
ズ
主
導
の
統
合
さ
れ
た
地
球
観
測
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
を
あ
げ
、
一
〇
年
実

施
計
画
の
Ｓ
Ｂ
Ａ
ｓ
に
重
要
な
貢
献
を
し
、
喫
緊
に
取
り
組
む
べ
き
五
つ
の
重
点
ニ
ー
ズ
を
特
定
す
る
と
と
も
に
、
一
五
の
観
測
分

野
を
対
象
に
、
観
測
ニ
ー
ズ
と
一
〇
年
間
を
目
途
と
す
る
目
標
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
・
事
項
を
示
し
た
「
分
野
別
推
進
戦
略
」
を

定
め
た（

（1
（

。

　

二
〇
〇
五
年
二
月
に
は
、
推
進
戦
略
の
規
定
に
基
づ
き
、
統
合
さ
れ
た
地
球
観
測
の
推
進
体
制
と
し
て
、
文
部
科
学
省
科
学
技

術
・
学
術
審
議
会
研
究
計
画
・
評
価
分
科
会
下
に
「
地
球
観
測
推
進
部
会
（
以
下
、
推
進
部
会
）」
が
設
置
さ
れ
た（

（1
（

。
推
進
部
会
の
調

査
審
議
事
項
は
、
①
関
係
府
省
・
機
関
の
緊
密
な
連
携
・
調
整
の
下
、
関
係
府
省
庁
に
お
け
る
概
算
要
求
の
検
討
状
況
等
を
踏
ま
え

検
討
・
調
整
を
行
い
、
推
進
戦
略
を
踏
ま
え
、
地
球
観
測
の
推
進
、
地
球
観
測
体
制
の
整
備
、
国
際
的
な
貢
献
策
等
を
内
容
と
す
る

具
体
的
な
実
施
方
針
「
我
が
国
に
お
け
る
地
球
観
測
の
実
施
方
針
（
以
下
、
実
施
方
針
）」
を
毎
年
策
定
す
る
こ
と
、
②
毎
年
度
末
に
、



91

国�際調整枠組みと国内政策とのインタラクション

各
府
省
庁
の
予
算
案
を
踏
ま
え
た
翌
年
度
の
事
業
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
、
関
係
府
省
庁
・
機
関
と
の
調
整
の
う
え
、「
我
が
国
に

お
け
る
地
球
観
測
の
実
施
計
画
（
以
下
、
実
施
計
画
）」
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
③
毎
年
度
末
に
、「
実
施
計
画
」

に
基
づ
く
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
事
務
局
で
取
り
ま
と
め
、
フ
ォ
ロ
ー
の
た
め
、
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
に
報
告
す
る
こ
と
で
あ
っ
た（

（1
（

。

　

こ
う
し
て
、
二
〇
一
五
年
ま
で
、
推
進
部
会
は
、
毎
年
「
実
施
方
針
」
及
び
「
実
施
計
画
」
を
策
定
し
た
。
推
進
部
会
は
、
学
術

界
や
研
究
機
関
、
民
間
等
か
ら
選
出
さ
れ
た
多
様
な
観
測
分
野
の
専
門
家
等
二
〇
名
程
度
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
一
期
二
年
程
度
で

招
集
さ
れ
、
執
筆
時
現
在
の
部
会
は
、
第
八
期
に
該
当
す
る
。
審
議
対
象
に
は
、
国
内
の
取
組
の
ほ
か
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
や
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

対
応
を
含
め
、
国
際
的
な
地
球
観
測
の
活
動
や
関
連
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
例
え
ば
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
日
本
主
導
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
主
催
で
毎

年
開
催
す
る
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ア
ジ
ア
太
平
洋
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、Future Earth

等
）
も
含
ま
れ
て
お
り
、
国
内
お
よ
び
国
際
的
な
ニ
ー
ズ
に

基
づ
き
、
部
会
の
下
に
は
、
作
業
部
会
（
例
え
ば
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
戦
略
計
画
推
進
作
業
部
会
等
）
が
期
間
特
定
で
設
置
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

推
進
戦
略
策
定
か
ら
八
年
後
の
二
〇
一
二
年
一
二
月
、
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
継
続
に
関
す
る
国
際
的
議
論
を
含
む
様
々

な
環
境
変
化
を
踏
ま
え
、
推
進
戦
略
の
見
直
し
の
検
討
に
向
け
た
実
施
状
況
の
レ
ビ
ュ
ー
を
決
定
し
た（

（2
（

。
こ
れ
を
受
け
て
推
進
部
会

は
、
二
〇
一
三
年
八
月
に
地
球
観
測
活
動
の
実
施
状
況
を
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
に
報
告
し
、
ま
た
二
〇
一
四
年
八
月
の
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
の
提
言
に
基

づ
き
、
二
〇
一
五
年
一
月
に
新
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
実
施
計
画 
に
向
け
た
方
針
案
を
策
定
し
た（

（2
（

。
二
〇
一
五
年
六
月
、
内
閣
府
総
合
科
学

技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
（
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
、
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
の
後
継
）
は
、
推
進
部
会
の
報
告
等
に
基
づ
き
、
実
施
状
況
の
レ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
た（

（2
（

。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
二
〇
一
五
年
八
月
、
推
進
部
会
は
既
存
の
推
進
戦
略
の
下
、
八
つ
の
課
題
に
対
す
る
「
課
題
解
決
型

の
地
球
観
測
」
を
掲
げ
る
「
今
後
一
〇
年
の
我
が
国
の
地
球
観
測
の
実
施
方
針
（
以
下
、
今
後
一
〇
年
の
実
施
方
針
）」
を
取
り
ま
と

め
た
。
こ
の
後
、
今
後
一
〇
年
の
実
施
方
針
は
、
三
～
五
年
毎
で
見
直
さ
れ
、
毎
年
の
「
実
施
計
画
」
は
、
本
方
針
に
基
づ
き
策
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
推
進
部
会
の
審
議
対
象
は
、
地
球
観
測
か
ら
社
会
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
関
連
活
動
に
ま
で
拡
張

さ
れ
た（

（2
（

。
二
〇
二
〇
年
四
月
、
中
間
と
り
ま
と
め
と
し
て
、
今
後
一
〇
年
の
実
施
方
針
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
報
告
書
が
発
表
さ
れ
た（

（2
（

。
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四　

分
析
結
果
と
考
察

（
1
）
国
内
政
策
に
対
す
る
影
響
の
評
価

　

三
で
概
観
し
た
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
形
成
・
発
展
に
関
す
る
国
際
的
な
動
き
と
、
米
国
及
び
日
本
の
国
内
対
応
に
つ
い
て
、
歴
史
的
な
展
開

を
表
1
に
整
理
す
る
。
最
初
に
、
国
際
的
動
向
と
国
内
対
応
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
そ
の
内
容
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
の
国
内
政
策
へ
の
影
響
に
つ
い
て
全
体
的
な
評
価
を
行
う
。

　

表
1
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
と
お
り
、
第
一
回
地
球
観
測
サ
ミ
ッ
ト
で
のad hoc GEO

の
設
置
か
ら
、
第
三
回
サ
ミ
ッ
ト
で
の
Ｇ

Ｅ
Ｏ
の
正
式
設
立
と
一
〇
年
実
施
計
画
の
採
択
に
至
る
国
際
的
な
過
程
と
並
行
し
て
、
米
国
及
び
日
本
で
は
、
国
内
調
整
枠
組
み
が

整
備
さ
れ
、
そ
こ
で
の
議
論
を
通
じ
て
、
地
上
か
ら
衛
星
ま
で
を
含
む
、
地
球
観
測
事
業
全
体
に
関
す
る
包
括
的
な
国
内
政
策
が
初

め
て
策
定
さ
れ
た
。
米
国
で
は
、
調
整
枠
組
み
と
し
て
Ｉ
Ｗ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
を
経
て
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
が
設
置
さ
れ
、
Ｉ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
戦
略
計
画
が
策

定
さ
れ
た
。
一
方
、
日
本
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
の
推
進
戦
略
に
基
づ
き
、
推
進
部
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
は
毎
年
実
施
方
針
・
計
画

が
策
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
と
い
う
包
括
的
な
国
際
調
整
枠
組
み
の
創
設
は
、
各
国
の
国
内
政

策
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
評
価
で
き
る
。
特
に
、
地
球
観
測
事
業
の
調
整
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、
両
国
の
地
球
観
測
政
策

に
大
き
な
進
展
を
も
た
ら
し
た
。
Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
、
Ｇ
8
、
地
球
観
測
サ
ミ
ッ
ト
の
一
連
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
交
渉

さ
れ
た
政
府
間
枠
組
み
で
あ
り
、
観
測
全
般
を
包
括
的
に
対
象
と
す
る
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
性
質
が
、
観
測
に
関
係
す
る
多
数
の
省
庁
や
機
関

間
の
調
整
さ
れ
た
対
応
を
求
め
、
国
家
レ
ベ
ル
の
戦
略
の
策
定
と
調
整
枠
組
み
の
構
築
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
一
連

の
動
き
の
観
察
か
ら
は
、
国
際
的
な
議
論
と
各
国
内
の
取
組
・
関
心
が
シ
ナ
ジ
ー
を
持
つ
と
き
、
当
該
政
策
領
域
に
大
き
な
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
が
生
じ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る（

（2
（

。

　

Ｇ
Ｅ
Ｏ
設
立
以
降
の
各
国
の
対
応
を
み
て
い
く
と
、
日
本
で
は
、
一
〇
年
間
と
い
う
政
策
の
サ
イ
ク
ル
が
国
際
的
議
論
と
一
致
し
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年 GEO 米　国 日　本

2003
★第 1 回地球観測サミット
◎ ad hoc GEO 設置

★�第 1 回地球観測サミット（ワ
シントン）

◎ IWGEO 設置

◎地球観測調査検討 WG 設置

2004
★第 2 回地球観測サミット ★�第 2 回地球観測サミット（東

京）
●地球観測推進戦略

2005

★�第 3 回地球観測サミット（ブ
リュッセル）

● GEOSS 10 年実施計画、
◎ GEO 設置
▼ GEO-I、▼ GEO-II

●�米国統合地球観測システム
（IEOS）戦略計画

◎ USGEO 設置

◎地球観測推進部会設置

2006 ▼ GEO-III

2007 ▼ �GEO-IV、★ケープタウンサ
ミット

▼ �GEOSS アジア太平洋シンポ
ジウム開始

2008 ▼ GEO-V

2009 ▼ GEO-VI ▼ GEO-VI（ワシントン）

2010 ▼ GEO-VII、★北京サミット ▼�議会による指示（NASA 授
権法）

2011 ▼ �GEO-VIII、Post-2015 WG 設
置合意

◎ NEOTF 設置

2012 ▼ GEO-IX ▼地球観測評価 ▼�推進戦略の見直しに向けた検
討決定

2013 ●民生地球観測国家戦略
◎ USGEO 再認可

▼�推進戦略の見直しに向けた地
球観測の取組状況の報告

2014

▼ �GEO-X、 ★ ジ ュ ネ ー ブ サ
ミット

◎ GEO の権限更新（2025 まで）
▼ GEO-XI

●民生地球観測国家計画

2015

▼ �GEO-XII、 ★ メ キ シ コ シ
ティサミット

● GEO 戦略計画 2016-2025

▼�推進戦略策定以降の取組状況
に基づく地球観測の進捗状況
のレビュー

●�今後 10 年の我が国の地球観
測の実施方針

2016 ▼ GEO-XIII ▼地球観測評価（第二次）

2017 ▼ GEO-XIV ▼ GEO-XIV（ワシントン）

2018 ▼ GEO-XV ▼ GEO-XV（京都）

2019 ▼ �GEO-XVI、★キャンベラサ
ミット

● 2019 民生地球観測国家計画

2020
▼�今 後 10 年 の 実 施 方 針 フ ォ

ローアップ報告書（中間とり
まとめ）

表 1　国際枠組みGEOの形成・発展と米国及び日本の対応

◎調整枠組み　★サミット（閣僚級会合）　●基本政策文書　▼関連イベント（GEO 会合含む）
※ホームページ等の情報を基に筆者作成
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て
い
る
。
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
権
限
延
長
と
Ｇ
Ｅ
Ｏ
戦
略
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
、
国
内
で
も
既
存
戦
略
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
、
今
後
一
〇

年
の
実
施
方
針
が
策
定
さ
れ
た
。
一
方
、
米
国
に
お
け
る
展
開
を
み
る
と
、
政
策
文
書
の
策
定
や
事
業
評
価
、
調
整
枠
組
み
の
改
編

は
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
議
論
と
い
う
よ
り
、
議
会
の
指
示
や
政
権
交
代
等
、
国
内
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
契
機
と
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
専

門
家
の
意
見
も
踏
ま
え
て
考
え
れ
ば
、
米
国
に
お
け
る
国
内
調
整
の
推
進
に
関
し
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
影
響
は
少
な
く
と
も
Ｇ
Ｅ
Ｏ
設
立
以

降
は
限
定
的
で
あ
り
、
国
内
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
る
影
響
の
方
が
大
き
い
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う（

（2
（

。

　

一
〇
年
実
施
計
画
や
戦
略
計
画
の
決
定
時
期
と
、
対
応
す
る
日
米
両
国
の
主
要
政
策
文
書
の
議
論
の
開
始
時
期
を
比
較
す
る
と
、

い
ず
れ
も
国
内
の
議
論
は
Ｇ
Ｅ
Ｏ
に
先
行
し
、
国
際
的
な
議
論
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
基
礎
と
し
て
国
内
政
策
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
双
方
の
文
書
間
に
は
共
通
す
る
部
分
が
あ
り
、
米
国
や
日
本
は
、
国
際
的
な
議
論
を
取
り
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、

共
同
議
長
や
執
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
Ｇ
Ｅ
Ｏ
に
お
け
る
議
論
を
主
導
し
、
国
際
的
議
論
に
影
響
を
与
え
て
き
た（

（2
（

。
こ
の
よ
う

に
、
政
策
議
論
は
、
国
際
枠
組
み
か
ら
国
内
へ
と
単
純
に
波
及
せ
ず
、
両
者
の
議
論
や
調
整
の
間
に
は
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

国
際
的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
設
定
が
国
内
の
政
策
形
成
や
調
整
の
引
き
金
と
な
る
一
方
、
国
内
で
形
成
・
調
整
さ
れ
た
政
策
ア
イ
デ
ア
は
、

参
加
を
通
じ
て
国
際
枠
組
み
の
議
論
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

（
2
）
観
測
事
業
の
実
質
的
な
調
整
の
進
捗
に
関
す
る
評
価

　

次
な
る
関
心
は
、
ど
の
程
度
、
調
整
さ
れ
た
複
数
シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
「a system

 of system
s

」
に
向
け

て
、
国
内
の
地
球
観
測
事
業
の
調
整
が
進
ん
だ
の
か
で
あ
る
。
調
整
枠
組
み
の
発
展
や
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
比
較
し
て
、
評
価
を
試
み

る
。

　

米
国
で
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
を
通
じ
た
初
期
の
Ｉ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
構
築
の
取
組
の
後
、
議
会
や
各
政
権
が
国
内
調
整
の
強
化
と
そ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
構
築
を
命
じ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
米
国
全
体
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
民
生
地
球
観
測
活
動
を
達
成
す
る
た
め
、
三
年
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毎
の
地
球
観
測
の
評
価
及
び
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
の
実
施
を
通
じ
た
事
業
の
優
先
付
け
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ

Ｅ
Ｏ
は
、
参
加
組
織
の
予
算
形
成
に
一
定
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
与
え
、
Ｏ
Ｍ
Ｂ
が
省
庁
統
合
的
に
地
球
観
測
予
算
の
優
先
度
を
評
価
で

き
る
よ
う
設
計
さ
れ
た
。
ま
た
、
主
た
る
連
邦
地
球
観
測
の
調
整
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、
そ
の
任
務
は
徐
々
に
拡
張
し
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
へ

の
参
加
調
整
と
相
互
運
用
性
確
保
に
加
え
、
国
家
事
業
の
評
価
と
計
画
策
定
、
更
に
衛
星
ニ
ー
ズ
の
集
約
も
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
改
善
が
、
よ
り
調
整
さ
れ
た
地
球
観
測
事
業
の
計
画
と
実
施
の
実
現
を
支
援
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
省
庁
横
断
予
算
プ

ロ
グ
ラ
ムBig Earth D

ata Initiative

（
Ｂ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
）
が
、
二
〇
一
四
年
国
家
計
画
が
指
摘
し
た
地
球
観
測
の
デ
ー
タ
ア
ク
セ

ス
・
管
理
・
相
互
運
用
性
の
改
善
の
た
め
に
設
定
さ
れ
、
Ｂ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
参
加
の
た
め
の
政
府
横
断
ガ
イ
ダ
ン
ス
「
地
球
観
測
デ
ー
タ
共

通
枠
組
み
」
が
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
デ
ー
タ
管
理
Ｗ
Ｇ
に
よ
り
策
定
さ
れ
た（

（2
（

。
二
〇
一
六
会
計
年
度
予
算
で
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
が
と
り
ま

と
め
た
連
邦
機
関
の
七
七
の
衛
星
観
測
ニ
ー
ズ
が
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
に
評
価
さ
れ
、
予
算
要
求
の
補
足
資
料
と
し
て
Ｏ
Ｍ
Ｂ
と
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
に

提
出
さ
れ
、
以
降
二
年
毎
に
ニ
ー
ズ
集
約
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

（2
（

。
地
球
観
測
評
価
で
は
、
三
〇
〇
人
以
上
の
連
邦
機
関
職

員
の
参
画
と
二
六
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
一
三
の
Ｓ
Ｂ
Ａ
ｓ
に
対
す
る
各
府
省
の
観
測
事
業
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
評
価
さ

れ
た
。
更
に
、
二
〇
一
六
年
の
第
二
次
評
価
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
そ
れ
を
支
え
る
観
測
間
の
相
互
関
係
の
分
析
が
実
施
さ
れ
、

よ
り
詳
細
な
事
業
の
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
と
投
資
判
断
が
可
能
に
な
っ
た（

（3
（

。
二
〇
一
九
年
六
月
に
は
、
米
国
初
の
国
家
土
壌
水
分
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
、
農
務
省
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
の
共
同
事
業
と
し
て
構
築
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
調
整
をA

d hoc

ベ
ー
ス
に
と
ど

め
な
い
よ
う
、
最
新
の
二
〇
一
九
年
国
家
計
画
は
、
地
球
観
測
の
継
続
・
廃
止
・
新
規
追
加
等
の
投
資
決
定
に
係
る
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の

省
庁
間
調
整
を
公
式
化
す
る
た
め
の
枠
組
み
と
指
針
策
定
を
指
示
し
て
い
る（

（3
（

。

　

日
本
で
は
、
今
後
一
〇
年
の
実
施
方
針
の
策
定
を
機
会
に
、
毎
年
の
方
針
策
定
の
廃
止
や
推
進
部
会
の
審
議
対
象
の
広
が
り
が

あ
っ
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
枠
組
み
に
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
統
合
シ
ス
テ
ム
に
向
け
た
府
省
間
連
携
の
体
制
に
つ
い
て
は
、

推
進
戦
略
が
掲
げ
た
「
連
携
拠
点
」
が
二
〇
〇
六
年
に
温
暖
化
分
野
で
実
現
し
、
環
境
省
と
気
象
庁
を
中
心
に
様
々
な
取
組
が
実
施
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さ
れ
て
き
た（

（3
（

。
そ
の
後
は
、
連
携
拠
点
の
他
分
野
へ
の
展
開
検
討
や
関
係
府
省
連
絡
会
の
設
置
等
が
試
行
さ
れ
て
き
た
が
、
定
常
化

の
実
現
は
こ
れ
か
ら
の
よ
う
で
あ
る（

（3
（

。
推
進
部
会
が
毎
年
と
り
ま
と
め
る
実
施
計
画
は
、
実
施
方
針
の
項
目
毎
に
、
次
年
度
予
算
要

求
に
基
づ
く
各
省
の
計
画
を
整
理
・
集
計
し
た
内
容
で
あ
り
、
政
府
事
業
全
体
が
俯
瞰
で
き
、
連
携
に
向
け
た
基
礎
と
な
る
。
一
方
、

分
析
に
つ
い
て
は
、
実
施
計
画
へ
の
登
録
件
数
の
増
減
に
と
ど
ま
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー
も
、
米
国
の
よ
う
な
観
測
ニ
ー

ズ
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
分
析
ま
で
は
明
ら
か
で
な
い（

（3
（

。
こ
う
し
た
中
で
、
特
に
進
捗
が
見
え
る
例
は
、
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
開
発

が
開
始
さ
れ
た
デ
ー
タ
統
合
・
解
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｓ
）
で
あ
る
。
多
様
な
観
測
デ
ー
タ
を
蓄
積
・
解
析
し
、
社
会
経
済
情
報

等
と
の
融
合
を
行
い
、
地
球
規
模
課
題
解
決
や
災
害
管
理
等
に
対
す
る
有
用
な
情
報
提
供
を
目
的
と
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
に
参
加
す
る
世
界
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
も
接
続
し
て
い
る
。
推
進
部
会
の
議
論
に
基
づ
き
、
実
施
計
画
に
記
載
し
た
各
省
の
観

測
事
業
の
メ
タ
デ
ー
タ
の
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｓ
へ
の
登
録
が
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
気
象
衛
星
ひ
ま
わ
り
等
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
観
測

デ
ー
タ
の
保
存
も
実
現
し
た（

（3
（

。
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｓ
へ
の
登
録
・
保
存
は
各
省
の
自
発
性
に
基
づ
く
も
の
の
、
多
様
な
観
測
間
の
共
通
的
な
基

盤
形
成
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
省
庁
間
の
政
策
調
整
に
関
す
る
進
捗
度
合
い
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
も
の
の
、
両
国
と
も
進
捗
が
確
認
で
き
る
。
地
球

観
測
事
業
の
調
整
の
重
要
性
は
、
両
国
の
政
策
文
書
で
繰
り
返
し
規
定
さ
れ
て
お
り
、
国
内
調
整
の
改
善
を
図
る
様
々
な
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
も
と
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
影
響
が
限
定
的
と
評
価
さ
れ
た
米
国
に
お
い
て
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
調
整
枠
組
み
と
し

て
の
機
能
拡
大
と
、
予
算
措
置
を
含
む
関
連
施
策
の
紐
付
け
が
明
ら
か
に
観
察
さ
れ
、
よ
り
具
体
的
な
成
果
が
み
ら
れ
る
。
Ｇ
Ｅ
Ｏ

や
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
自
体
が
自
発
的
な
貢
献
を
基
礎
と
す
る
枠
組
み
で
あ
り
、
強
制
力
を
持
た
な
い（

（3
（

こ
と
か
ら
、
観
測
事
業
の
調
整
に
向

け
た
対
応
は
各
国
の
意
図
や
自
発
性
に
依
存
し
、
そ
れ
が
両
国
の
進
捗
の
違
い
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
米
国
の
戦
略
は

も
は
や
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
へ
の
貢
献
策
で
は
な
い
。
地
球
観
測
事
業
へ
の
効
果
的
・
効
率
的
な
政
府
投
資
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
民

間
や
他
国
事
業
も
含
め
、
事
業
間
の
調
整
が
必
須
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
米
国
政
策
形
成
者
間
に
共
有
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
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米
国
に
お
け
る
調
整
を
推
進
し
て
い
る
と
分
析
で
き
る
。
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
自
国
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
、
国
際
的
に
Ｇ
Ｅ

Ｏ
や
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
推
進
が
国
内
政
策
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
3
）
調
整
枠
組
み
の
評
価（

（3
（

　

そ
れ
で
は
、
米
国
と
日
本
の
国
内
調
整
枠
組
み
に
は
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
米
国
と
日
本
で
構

築
さ
れ
た
主
た
る
調
整
枠
組
み
と
し
て
、
米
国
の
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
（
主
に
比
較
的
多
く
の
情
報
の
入
手
が
可
能
な
二
〇
一
三
年
認
可
の
オ
バ

マ
政
権
下
の
例
）
と
日
本
の
推
進
部
会
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
位
置
づ
け
、
組
織
構
造
、
機
能
、
開
催
頻
度
等
に
着
目
し
て
比
較

を
行
う
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
表
2
に
示
す
。
ま
た
、
双
方
の
枠
組
み
に
よ
る
地
球
観
測
事
業
の
計
画
・
評
価
の
プ
ロ
セ
ス
を

図
1
、
図
2
に
示
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
両
者
の
共
通
点
や
相
違
点
等
か
ら
読
み
取
れ
る
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
国
内
政
策

へ
の
影
響
と
の
関
係
、
特
に
政
府
の
地
球
観
測
事
業
の
調
整
枠
組
み
と
し
て
の
有
効
性
の
観
点
か
ら
論
じ
て
み
た
い
。

　

表
2
か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
、
枠
組
み
の
位
置
づ
け
、
メ
ン
バ
ー
構
成
、
議
長
制
は
両
国
で
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。
米
国
の

Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
は
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
の
委
員
会
下
の
小
委
員
会
と
し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
構
成
メ
ン
バ
ー
は
大
統
領
府
の
組
織
と
関
係
省

庁
の
幹
部
で
あ
る
。
一
般
に
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
は
、
科
学
技
術
に
関
す
る
閣
僚
級
で
の
政
策
調
整
を
目
的
と
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
の
委

員
会
は
、
各
種
の
省
庁
横
断
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
取
り
ま
と
め
を
担
当
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
る（

（3
（

。
表
2
に
示
し
た
二
〇
一
三
年
認

可
の
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
例
で
は
、
連
邦
政
府
内
の
科
学
技
術
政
策
の
調
整
役
を
担
う
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
が
議
長
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
、
主
要
な
観
測
提
供
機
関
で
あ
る
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
が
副
議
長
を
務
め
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
日

本
で
は
、
文
部
科
学
大
臣
へ
の
諮
問
を
役
割
と
す
る
文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会（

（3
（

の
分
科
会
下
の
部
会
と
い
う
位
置
づ
け

で
、
構
成
メ
ン
バ
ー
は
大
学
や
研
究
機
関
、
民
間
企
業
等
か
ら
選
出
さ
れ
た
学
識
経
験
者
で
あ
り
、
議
長
を
務
め
る
部
会
長
は
メ
ン

バ
ー
の
中
か
ら
互
選
さ
れ
る（

（4
（

。
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項　目 米　国 日　本

調整組織 USGEO
（US Group on Earth Observations） 地球観測推進部会

調整レベル 連邦政府レベル 政府レベル

設置年 2005 年
（2013 年に再認可）

2005 年
（現在、8 期目）

担当省庁 大統領府科学技術政策局（OSTP） 文部科学省研究開発局

位置づけ
国家科学技術会議（NSTC）

環境・天然資源・持続性委員会下の
小委員会

文部科学省 科学技術・学術審議会 
研究計画・評価分科会下に設置された

部会

構成員

16 の連邦政府機関の幹部
（OSTP、行政予算管理局（OMB）、環
境諮問会議、農務省、国防省、エネル
ギー省、健康福祉省、国土安全保障省、
国務省、運輸省、環境保護庁、航空宇
宙 局（NASA）、 商 務 省 海 洋 大 気 庁

（NOAA）、国立科学財団、スミソニア
ン協会、 内務省米国地質調査所（USGS））

約 20 名の学識経験者
（大学、研究機関、民間等）

議長 議長：OSTP、
副議長：NOAA、NASA、USGS 部会長（構成員の中から選出）

事務局 NOAA 文部科学省

（参考）GEO Principal NOAA 文部科学省

◆機能

◆ �GEO/GEOSS に 関
する調整 ○ ○

◆�国家の地球観測に関
する計画立案・評価 ○

△
（実施方針の策定及び実施計画・実施状
況のとりまとめを実施．実施状況の評
価は内閣府総合科学技術イノベーショ

ン会議が担当）

◆�データ管理・相互運
用性推進 ○

△
（データ利用促進方策の検討、DIAS を
通じたメタデータの収集等の取組は実
施されているが、定常的な議論は行わ

れていない）

◆その他 民生政府衛星に関するニーズとりまとめ ―

年間の会合回数 11―12 3―5

下部組織 評価 WG、国際活動 WG、
データ管理 WG、衛星ニーズ WG

全球地球観測システム作業部会
（2008―2015）

連携拠点検討作業部会（2009―2011）
北極研究検討作業部会（2010―2011）
北極研究戦略小委員会（2011―2013）

GEO 戦略計画推進作業部会（2016―2018）

表 2　米国と日本の国内調整枠組み

※ �USGEO については 2013 年認可のオバマ政権下の情報。関連 WEB サイト、政策文書、インタビュー等
を基に筆者作成
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国家科学技術評議会（NSTC）
環境・天然資源・持続性委員会（CENRS）
民生地球観測国家戦略（2013 年 NEOTF）

USGEO
民生地球観測国家計画（3年毎）

（評価WG）
地球観測評価（3年毎）

（衛星ニーズWG）
衛星ニーズ集約（2年毎）

（NASA等へ）
事業実施省庁等国家計画に基づく事業の計画・実施

（国際活動WG）
GEO参加調整

（データ管理WG）
共通データ枠組

図 1　米国における地球観測事業の計画・評価プロセス

※オバマ政権時の情報を基に筆者作成

科学技術・学術審議会
地球観測推進部会
（文部科学省）

地球観測の運用状況の
フォローアップ

（必要に応じ実施）

進捗状況報告
（必要に応じ）

総合科学技術・イノベーション会議
（CSTI）

地球観測の実施方針
（3～ 5年程度を目安に見直し）

地球観測の実施計画
（毎年度作成）

事業実施省庁等

実施計画に基づいた
事業の実施

地球観測の推進戦略
（平成 16 年 12 月）

レビュー（平成 27 年 6 月）

事務局
とりまとめ

図 2　日本における地球観測事業の計画・評価プロセス

※�文部科学省地球観測推進部会「今後 10 年の我が国の地球観測の実施方針（概要）」（平成 27 年 8 月 25 日）
に基づき作成
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こ
れ
ら
の
組
織
構
造
か
ら
推
察
で
き
る
の
は
、
双
方
の
枠
組
み
の
持
つ
実
質
的
な
調
整
権
限
と
決
定
事
項
の
実
効
性
の
違
い
で
あ

る
。
米
国
の
よ
う
に
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
の
政
策
を
所
掌
す
る
当
事
者
が
参
画
し
て
の
調
整
結
果
は
、
実
行
に
移
さ
れ
る
期
待
が
高
い
。

大
統
領
の
研
究
開
発
予
算
案
の
作
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
Ｏ
Ｍ
Ｂ（

（4
（

が
参
画
し
て
い
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
こ
で
決
定

さ
れ
た
方
針
を
反
映
し
た
予
算
案
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
対
し
て
、
日
本
の
よ
う
な
専
門
家
パ
ネ
ル
の

形
式
は
、
有
識
者
の
幅
広
い
視
点
で
の
客
観
的
な
議
論
や
、
委
員
が
継
続
的
に
参
画
す
る
こ
と
に
よ
る
長
期
の
視
点
に
立
っ
た
議
論

が
期
待
で
き
、
特
に
人
事
異
動
が
頻
繁
な
日
本
の
官
僚
制
度
に
あ
っ
て
は
大
き
な
利
点
が
あ
る
。
実
際
、
推
進
部
会
で
は
、
複
数
の

委
員
が
継
続
し
て
務
め
、
部
会
の
議
論
を
支
え
て
い
る
。
ま
た
、
専
門
家
と
し
て
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
国
際
的
活
動
に
参
画
し
、
日
本
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
発
揮
と
国
際
的
議
論
の
主
導
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る（

（4
（

。
そ
の
一
方
、
政
府
事
業
の
調
整
枠
組
み
と
し
て
の
実
効
性
は
、
米

国
に
比
し
て
弱
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
推
進
部
会
の
議
論
は
、
関
係
府
省
と
の
密
接
な
連
携
・
調
整
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
が
、

関
係
府
省
は
直
接
メ
ン
バ
ー
と
し
て
議
論
に
参
加
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
部
会
の
位
置
づ
け
上
、
予
算
的
措
置
を
含
め
、
文
部
科
学

省
の
役
割
を
超
え
て
の
省
庁
横
断
的
な
政
策
調
整
は
、
実
質
的
に
困
難
に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る（

（4
（

。
つ
ま
り
、
日
本
の
枠

組
み
の
場
合
、
決
定
事
項
の
実
行
は
、
各
省
庁
の
自
発
性
に
大
き
く
依
存
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
と
分
析
で
き
る
。

　

組
織
的
な
観
点
で
の
共
通
点
は
、
各
国
の
Ｇ
Ｅ
Ｏ
へ
の
代
表
（GEO

 Principal

）
を
務
め
る
組
織
が
、
調
整
枠
組
み
の
事
務
局
を

務
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
示
唆
す
る
の
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
に
お
け
る
議
論
と
国
内
調
整
と
の
間
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
容
易
と

な
る
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
推
進
部
会
の
議
題
を
み
る
と
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
に
関
連
す
る
議
題
は
多
く
、
主
要
議
題
と
な
っ
て
い
る（

（4
（

。
米
国

の
場
合
も
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
目
的
の
一
つ
が
米
国
の
Ｇ
Ｅ
Ｏ
参
加
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
形
成
と
参
加
調
整
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
担
当
す
る

国
際
活
動
Ｗ
Ｇ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
対
応
に
つ
い
て
枠
組
み
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

　

次
に
、
枠
組
み
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
持
つ
四
つ
の
機
能
を
基
に
両
者
を
比
較
す
る
。
前
述
の
と
お
り
、

Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
で
は
、
表
2
に
示
し
た
四
つ
の
機
能
を
担
う
Ｗ
Ｇ
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
て
お
り
、
Ｗ
Ｇ
を
通
じ
て
、
事
業
の
優
先
付
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け
の
基
礎
と
な
る
評
価
や
ニ
ー
ズ
取
り
ま
と
め
等
の
実
質
的
な
連
邦
政
府
の
地
球
観
測
活
動
の
調
整
に
従
事
し
、
政
府
機
関
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
規
定
す
る
国
家
計
画
を
策
定
し
て
い
る
（
図
1
参
照
）。
更
に
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
は
、
予
算
調
整
機
能
を
有
し
て
い
な
い
が
、

今
後
、
地
球
観
測
全
体
の
投
資
判
断
に
つ
い
て
よ
り
公
式
な
役
割
を
果
た
す
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
の
推
進
部
会

は
、
こ
れ
ら
の
機
能
の
う
ち
一
部
は
有
し
て
い
な
い
。
実
施
状
況
の
レ
ビ
ュ
ー
の
役
割
は
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
が
持
つ
（
図
2
参
照
）。
中
で

も
大
き
く
違
う
の
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
持
つ
連
邦
政
府
の
衛
星
観
測
ニ
ー
ズ
を
集
約
す
る
機
能
が
備
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

衛
星
観
測
の
観
点
で
は
、
推
進
部
会
と
日
本
の
宇
宙
活
動
の
工
程
表
と
予
算
を
議
論
す
る
内
閣
府
宇
宙
政
策
委
員
会
と
の
間
に
は
、

Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
と
の
間
に
あ
る
よ
う
な
公
式
な
関
係
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
推
進
部
会
の
下
の
作
業
部
会
は
、
部
会
の
も
つ
機
能
を
定

常
的
に
支
援
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
特
定
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
議
論
の
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

双
方
の
枠
組
み
の
会
合
の
開
催
頻
度
を
比
較
す
る
と
、
米
国
で
は
開
催
の
頻
度
が
高
く
、
よ
り
活
発
な
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
比
較
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
米
国
の
枠
組
み
の
位
置
づ
け
や
組
織
構
造
は
、
省
庁
横
断
の
政
策
調
整
に
必
要
な
権
限
を

担
保
し
て
お
り
、
そ
の
機
能
は
広
範
で
実
効
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
日
本
の
枠
組
み
の
位
置
づ
け
や
組
織
構
造
は
、

有
識
者
に
よ
る
長
期
の
視
点
に
立
っ
た
客
観
的
議
論
や
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
国
際
的
議
論
へ
の
効
果
的
対
応
を
可
能
に
す
る
長
所
が
あ
る
も
の

の
、
各
府
省
の
自
発
性
に
依
存
す
る
こ
と
か
ら
、
実
効
性
の
あ
る
調
整
を
担
保
す
る
に
は
課
題
が
あ
り
、
ま
た
米
国
に
比
し
て
機
能

が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
分
析
で
き
る
。
こ
の
結
果
は
、
四
（
2
）
に
お
け
る
事
業
調
整
の
進
捗
度
合
い
の
評
価
と
一
致
す
る
も
の
で

あ
る
。
日
本
の
例
の
よ
う
に
、
枠
組
み
の
調
整
機
能
が
十
分
で
な
い
場
合
、
前
述
し
た
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｓ
へ
の
デ
ー
タ
登
録
の
よ
う
に
、
シ

ス
テ
ム
側
か
ら
実
質
的
な
調
整
を
補
完
す
る
こ
と
は
、
一
つ
の
有
効
策
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
は
、
国
内

ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
左
右
さ
れ
や
す
い
と
い
う
課
題
が
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
が
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た

前
体
制
と
は
異
な
り
、
直
近
の
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
で
は
四
機
関
の
共
同
議
長
制
が
と
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
下
、
Ｏ
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Ｓ
Ｔ
Ｐ
や
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
の
長
官
が
長
ら
く
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
が
指
導
力
を
発
揮
す
る

か
は
、
政
権
や
議
会
の
関
心
や
支
持
に
依
存
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
議
論
か
ら
は
、
国
際
的
議
論
の
国
内
実
施
に
お
い
て
、
国
内
枠
組
み
の
設
計
が
一
つ
の
主
要
な
影
響
要
因
に
な
り
う
る
と

い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
今
回
の
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
例
で
い
え
ば
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
へ
の
参
加
と
国
内
調
整
を
同
じ
機
関
が
担
当
す
る
場
合
、
Ｇ

Ｅ
Ｏ
と
国
内
調
整
枠
組
み
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
密
接
に
リ
ン
ク
す
る
傾
向
に
あ
る
一
方
、
そ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
実
行
に
つ
い
て
は
、
国

内
の
枠
組
み
が
実
施
を
担
保
で
き
る
実
質
的
権
限
や
機
能
を
有
し
て
い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
政
府
の
観
測
事
業

の
調
整
に
関
す
る
有
効
性
の
観
点
か
ら
は
、
枠
組
み
が
実
質
的
な
調
整
権
限
・
機
能
を
有
し
て
い
る
か
、
特
に
予
算
配
分
の
意
思
決

定
と
ど
の
程
度
関
係
が
あ
る
か
が
重
要
な
要
因
で
あ
る
と
示
唆
さ
れ
る
。

五　

お
わ
り
に
（
ま
と
め
と
政
策
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

　

本
稿
で
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
を
事
例
に
、
政
府
に
よ
る
地
球
観
測
事
業
の
調
整
と
い
う
観
点
に
焦
点
を
当
て
、
国
際
調
整
枠
組
み
の
国
内

政
策
へ
の
影
響
を
分
析
し
て
き
た
。
本
主
題
に
つ
い
て
、
よ
り
一
般
的
な
考
察
を
得
る
に
は
、
他
の
複
数
の
観
点
で
の
影
響
の
評
価

（
例
え
ば
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
デ
ー
タ
共
有
原
則
の
国
内
事
業
へ
の
浸
透
等
）
や
更
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
本
稿
の
検
討
範
囲
で
い

え
ば
、
次
の
よ
う
な
結
論
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

・
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
事
例
で
は
、
国
際
調
整
枠
組
み
の
形
成
に
よ
る
国
内
政
策
へ
の
影
響
は
明
ら
か
に
観
察
さ
れ
た
。
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
設

立
は
、
地
球
観
測
の
国
内
調
整
の
観
点
で
、
日
米
両
国
の
地
球
観
測
政
策
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
創
設
の
結

果
、
日
米
両
国
で
は
、
地
球
観
測
分
野
に
お
け
る
国
内
調
整
枠
組
み
と
包
括
的
な
国
家
政
策
が
形
成
さ
れ
た
。
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・
国
際
的
な
議
論
と
国
内
の
議
論
は
相
互
に
影
響
を
与
え
合
っ
て
い
る
。
国
内
枠
組
み
を
通
じ
て
調
整
さ
れ
た
政
策
ア
イ
デ

ア
は
、
国
際
枠
組
み
に
お
け
る
議
論
に
影
響
を
与
え
る
。
国
際
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
国
内
の
政
策
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
間
に

シ
ナ
ジ
ー
が
生
じ
る
と
き
、
国
内
政
策
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。

　

・
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
創
設
以
降
、
両
国
で
は
、
調
整
枠
組
み
の
機
能
拡
張
に
合
わ
せ
て
、
事
業
の
実
質
的
な
調
整
も
徐
々
に
進
捗
し

て
い
る
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
よ
う
な
自
発
的
性
質
を
持
つ
国
際
枠
組
み
の
国
内
政
策
へ
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
り
、
各
国
の

政
策
的
ニ
ー
ズ
と
の
一
致
度
に
依
存
す
る
。
国
内
政
策
へ
の
影
響
は
、
国
際
枠
組
み
の
性
質
や
各
国
の
関
心
に
左
右
さ
れ
る
。

　

・
国
内
枠
組
み
の
設
計
（
組
織
や
権
限
、
役
割
）
は
、
国
際
的
議
論
の
国
内
政
策
へ
の
影
響
を
左
右
す
る
一
因
で
あ
る
。
地

球
観
測
事
業
の
調
整
促
進
の
観
点
か
ら
は
、
国
内
調
整
枠
組
み
の
持
つ
調
整
機
能
と
予
算
権
限
と
の
関
係
が
鍵
と
思
わ
れ
る
。

国
内
の
観
測
事
業
に
共
通
的
に
適
用
さ
れ
る
包
括
的
な
枠
組
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
調
整
枠
組
み
の
機
能
を
補
完
し
、
事
業
の
調
整

を
改
善
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
地
球
観
測
事
業
の
調
整
を
推
進
す
る
た
め
、
国
内
政
策
の
策
定
や
実
施
で
は
、
こ
れ
ら
の
点
に

つ
い
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
日
本
に
お
け
る
地
球
観
測
事
業
の
調
整
に
関
し
て
論
じ
た
い
。
本
稿
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
日
本

に
お
け
る
地
球
観
測
事
業
の
国
内
調
整
に
つ
い
て
は
、
米
国
に
比
べ
て
政
策
的
な
要
請
は
高
く
な
く
、
調
整
枠
組
み
の
役
割
や
機
能

も
そ
れ
ほ
ど
進
化
し
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
関
連
政
策
の
方
向
性
を
み
れ
ば
、
そ
の
重
要
性
、
必
要
性
は
明
ら

か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
五
期
科
学
技
術
基
本
計
画
で
掲
げ
ら
れ
、
統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
、
宇
宙
基
本
計
画
等
が
推
進
す
る

未
来
の
社
会
像Society 5.0

は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
を
高
度
に
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
実
現
し
、
開
発
を
推
進
す

る
一
一
の
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と
し
て
、
地
球
環
境
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
が
規
定
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
こ
れ
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
掲

げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
や
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
一
致
し
、
地
球
観
測
に
よ
る
貢
献
が
期
待
さ
れ
る（

（4
（

。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
政
策
が
そ
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ろ
っ
て
貢
献
を
謳
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
の
地
球
規
模
課
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
な
ろ
う
。
制
限
の
あ
る
予
算
の
中
で
、
官
民
・

諸
外
国
と
の
分
担
や
新
規
・
継
続
・
廃
止
の
判
断
等
を
行
い
、
国
家
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
地
球
観
測
事
業
の
最
適
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
適
切
な
分
析
・
調
整
機
能
や
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
国
内
調
整
枠
組
み
の
設
計
は
、
各
国
固
有

の
政
策
立
案
体
制
や
制
度
に
規
定
さ
れ
る
た
め
、
一
概
に
比
較
は
で
き
な
い
が
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
やSoceity 5.0 

等
へ
の
貢
献
を
目

指
し
、
多
様
な
観
測
デ
ー
タ
を
統
合
利
用
で
き
る
よ
う
政
府
事
業
横
断
の
調
整
を
実
効
的
に
図
る
う
え
で
、
米
国
の
例
は
一
つ
の
参

考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
お
り
し
も
、
二
〇
二
〇
年
六
月
に
改
訂
さ
れ
た
宇
宙
基
本
計
画
に
は
、
産
学
官
が
参
加
す
る
主
体
を
含

む
、
衛
星
開
発
・
実
証
を
戦
略
的
に
推
進
す
る
枠
組
み
（
衛
星
開
発
・
実
証
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
の
構
築
や
、
関
係
府
省
か
ら
構
成

さ
れ
る
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
利
用
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
仮
称
）
を
創
設
し
、
行
政
に
お
け
る
衛
星
デ
ー
タ
利
用
の
実

態
や
課
題
、
推
進
方
策
の
共
有
等
を
図
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
政
府
内
の
ど
こ
に
新
た
な
組
織
を
設
置
し
、
ど
の
よ
う
な
権

限
と
機
能
を
配
置
す
る
か
は
様
々
な
選
択
肢
が
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
可
能
な
限
り
既
存
の
枠
組
み
を
活
用
し
つ
つ
、
現
在
十
分

で
な
い
機
能
や
権
限
を
補
完
し
、
衛
星
を
含
む
地
球
観
測
事
業
全
般
に
つ
い
て
、
政
府
全
体
と
し
て
必
要
な
機
能
が
備
わ
り
、
関
係

組
織
が
有
機
的
に
連
携
す
る
実
効
性
の
あ
る
体
制
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

〔
付
記
〕
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
に
ご
協
力
頂
い
た
日
米
専
門
家
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
本
稿
は
筆
者
が
個
人
的
資
格
に
お
い
て
執

筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
に
示
さ
れ
た
見
解
は
筆
者
の
所
属
組
織
の
立
場
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
1
）　

Ｇ
Ｅ
Ｏ
に
関
す
る
一
般
的
情
報
はGEO

 W
eb site 

（http://w
w

w
.earthobservations.org/index.php

）
参
照
。
な
お
、
Ｇ
Ｅ

Ｏ
に
は
国
の
ほ
か
、
国
際
機
関
も
参
加
機
関
（Participating O

rganization

）
と
し
て
、
現
在
一
三
三
機
関
が
参
加
し
て
い
る
。

GEO
, ibid., M

em
bership, M

em
bers （accessed 23 A

ug. 2020

）.

（
2
）　GEO

, T
he G

lobal E
arth O

bservation System
 of System

s 

（G
E

O
SS

） 10-Y
ear Im

plem
entation Plan 

（2005

）; 
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GEO
,G

E
O

 Strategic Plan 2016

―2025: Im
plem

enting G
E

O
SS （2015

）
参
照
。

（
3
）　

例
え
ば
、W

ithee, G.W
., Sm

ith, D
.B., and H

ales, M
.H

., Progress in M
ultilateral Earth O

bservation Cooperation: 
CEO

S, IGO
S, and the ad hoc Group on Earth O

bservations, Space P
olicy 20 

（2004

） pp.37

―43; Sadeh, E., 
H

arm
onization of Earth O

bservation D
ata: Global Change and Collective A

ction Conflict, A
stropolitics, 3: 2 

（2005

） 
pp.79

―116; M
acauley, K

.M
., Is the V

ision of the Earth O
bservation Sum

m
it Realizable?, Space Policy, V

ol.21, 1 

（2005

） pp.29
―39; Lautenbacher, C.C., T

he Global Earth O
bservation System

 of System
s: Science Serving Society, 

Space Policy,  V
ol.22,  1 

（2006

） pp.8

―11; Sadeh, E., Politics and Regulation of Earth O
bservation Services in the 

U
nited States, in Jakhu, R.M

. 

（ed

）, N
ational R

egulations of Space A
ctivities 

（Springer 2010

） Chap. 19

等
。
こ
の
う
ち

Lautenbacher 

に
つ
い
て
は
、
国
際
協
力
と
共
に
国
内
の
政
府
機
関
間
調
整
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
後
述
す
る
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
を
紹
介
し

て
い
る
。

（
4
）　

第
三
回
地
球
観
測
サ
ミ
ッ
ト
は
欧
州
委
員
会
が
ホ
ス
ト
し
た
。
な
お
、
欧
州
も
含
む
議
論
に
つ
い
て
は
拙
稿K

uriyam
a,I., From

 
G

lobal to N
ational: Im

pact of International Cooperation on N
ational E

arth O
bservation Policy, 69th International 

A
stronautical Congress, Brem

en, Germ
any （1

―5 O
ct. 2018

） （IA
C

―18

―B1.1.3

）.

（
5
）　

米
国
三
名
、
日
本
八
名
の
専
門
家
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
問
い
合
わ
せ
を
実
施
。

（
6
）　

本
節
の
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、GEO

, supra note 1, A
bout U

s

及
び
文
部
科
学
省
（
以
下
、
文
科
省
）https://w

w
w

.
m

ext.go.jp/a_m
enu/kaihatu/kankyou/nankyoku/detail/1284737.htm

（
参
照
日
二
〇
二
〇
年
七
月
二
六
日
）
を
参
考
と
し
た
。

（
7
）　GEO

, supra note 2 （2005

）.

（
8
）　GEO
, supra note 2 （2015

）.

（
9
）　IW

GEO
, N

ST
C Com

m
ittee on Environm

ent and N
ational Resources, the Strategic Plan for the U

.S. Integrated 
E

arth O
bservation System

 （6 A
pr. 2005

）.

（
10
）　U

SG
E

O
/C

E
N

R
/N

ST
C

, C
harter 

（M
ar. 2005

）; U
SG

E
O

 W
eb site 

（https://w
ebarchive.library.unt.edu/

eot2008/20080921235800/http:/U
SGEO

.gov/

） （Last update 21 Sept. 2008
） （accessed 1 A

ug. 2020

）.

（
11
）　N

ST
C, Executive O

ffi
ce of the President, N

ational Strategy for Civil E
arth O

bservations （A
pr. 2013

）.
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（
12
）　U

SGEO
, Charter of the U

nited States G
roup on E

arth O
bservations, Subcom

m
ittee of the Com

m
ittee on 

E
nvironm

ent, N
atural R

esources and Sustainability, N
ational Science and T

echnology Council  （5 A
pr. 2013

）.
（
13
）　O

ST
P, T

he U
.S. G

roup on E
arth O

bservations, Interagency and International Collaboration for Societal Benefit, 
A

GU
 Fall M

eeting （14 D
EC. 2016

）.
（
14
）　N

ST
C, Executive O

ffi
ce of the President, N

ational Plan for Civil E
arth O

bservations （July 2014

）.

（
15
）　U

SG
E

O
, Subcom

m
ittee of the C

om
m

ittee on the E
nvironm

ent, 2019 N
ational P

lan for C
ivil E

arth 
O

bservations 
（D

EC. 2019

）; U
SGEO

, U
nited States G

roup on E
arth O

bservations, A
sia-O

ceania D
ay, GEO

w
eek2018 

Side event （29 O
ct. 2018

）.

（
16
）　

総
合
科
学
技
術
会
議
（
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
）「
地
球
観
測
の
推
進
戦
略
」（
平
成
一
六
年
一
二
月
二
七
日
）。

（
17
）　

Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
同
右
、
一
六
、
一
七
頁
。
文
科
省
下
と
す
る
理
由
と
し
て
、
地
球
観
測
サ
ミ
ッ
ト
等
へ
の
対
応
が
文
科
省
設
置
の
検
討
会
、

部
会
の
下
、
各
府
省
の
主
体
的
な
連
携
で
効
果
的
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
あ
げ
る
。
な
お
、
日
本
の
専
門
家
に
よ
れ
ば
、
観
測
に
関
す
る

具
体
的
予
算
・
事
業
を
持
つ
文
科
省
が
適
当
と
い
う
議
論
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
推
進
部
会
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
文
科
省
研
究
計

画
・
評
価
分
科
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
各
期
の
地
球
観
測
推
進
部
会
を
参
照
（https://w

w
w

.m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/
gijyutu/gijyutu2/index.htm

l

）（
参
照
日
二
〇
二
〇
年
八
月
二
三
日
）。

（
18
）　

推
進
部
会
「
地
球
観
測
推
進
部
会
の
概
要
」（
第
三
期
第
一
回
資
料
三
）（
平
成
二
一
年
三
月
二
七
日
）。

（
19
）　

文
科
省
前
掲（
17
）。
各
期
の
委
員
名
簿
、
会
合
の
議
事
録
、
配
布
資
料
を
参
照
。

（
20
）　

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
担
当
）
付
参
事
官
（
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
）「『
地
球
観
測

の
推
進
戦
略
』
の
実
施
状
況
の
レ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
」（
平
成
二
四
年
一
二
月
二
七
日
）。

（
21
）　

推
進
部
会
「
地
球
観
測
の
推
進
戦
略
の
見
直
し
に
向
け
た
我
が
国
の
地
球
観
測
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
」（
平
成
平
成
二
五

年
八
月
二
九
日
）
及
び
「
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
新
10
年
実
施
計
画
の
検
討
に
向
け
た
我
が
国
の
地
球
観
測
の
方
針
」（
中
間
取
り
ま
と
め
）（
平
成

二
七
年
一
月
一
四
日
）。

（
22
）　

総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
（
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
）
環
境
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
『「
地
球
観
測
の
推
進
戦
略
」
策
定
以
降
の

我
が
国
の
取
組
状
況
に
基
づ
く
地
球
観
測
等
事
業
の
進
捗
状
況
の
レ
ビ
ュ
ー
』（
平
成
二
七
年
六
月
）。
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（
23
）　

推
進
部
会
「
今
後
10
年
の
我
が
国
の
地
球
観
測
の
実
施
方
針
」（
平
成
二
七
年
八
月
二
五
日
）。

（
24
）　

推
進
部
会
「
今
後
10
年
の
我
が
国
の
地
球
観
測
の
実
施
方
針
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
報
告
書
（
中
間
取
り
ま
と
め
）」（
令
和
二
年
四
月

九
日
）。

（
25
）　

Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
や
Ｇ
8
に
よ
る
ア
ジ
ェ
ン
ダ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
成
功
し
た
背
景
に
は
、
日
米
欧
の
宇
宙
機
関
を
始
め
と
す
る
関
係
者
の
共

通
の
関
心
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
長
ら
く
地
球
観
測
の
重
要
性
を
認
識
し
、
地
球
観
測
衛
星

委
員
会
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
）
を
通
じ
た
連
携
や
統
合
地
球
観
測
戦
略
（
Ｉ
Ｇ
Ｏ
Ｓ
）
等
を
推
進
し
て
き
た
が
、
政
策
決
定
者
の
地
球
観
測
に
対

す
る
関
心
の
向
上
や
そ
の
推
進
に
対
す
る
政
治
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
課
題
と
さ
れ
て
い
た
。Lautenbacher, op.cit.; W

ithee, 
op.cit.; 

古
濱
洋
治
「
地
球
観
測
衛
星
委
員
会
と
地
球
観
測
サ
ミ
ッ
ト
」『
写
真
測
量
と
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
』V

ol. 43, N
o. 2, 

二
〇
〇

四
年
等
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
地
球
観
測
サ
ミ
ッ
ト
の
ホ
ス
ト
国
やA

d hoc GEO

の
共
同
議
長
と
し
て
の
日
米
欧
間
の
連
携
・
協
調

と
競
争
が
、
一
か
国
で
は
な
し
え
な
い
政
治
的
モ
ー
メ
ン
タ
ム
を
国
内
外
に
作
り
だ
し
た
と
い
え
よ
う
。
結
果
的
に
、
一
九
八
四
年
に
Ｇ

7
で
Ｃ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
が
設
置
さ
れ
て
以
来
の
高
い
政
治
的
関
心
が
地
球
観
測
に
集
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
26
）　

米
国
専
門
家
の
一
人
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
権
限
延
長
は
米
国
の
地
球
観
測
政
策
の
見
直
し
を
生
じ
さ
せ
な
か
っ
た
と
し
た
。
ま
た
、
二
名

の
専
門
家
と
も
、
米
国
内
の
地
球
観
測
調
整
を
促
進
し
た
主
要
因
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
権
限
法
と
そ
の
後
の
施
策
で
あ
る
と
し
た
。

（
27
）　

例
え
ば
、
推
進
部
会
「
地
球
観
測
に
関
す
る
最
近
の
動
向
と
今
後
の
予
定
」（
第
五
期
第
六
回
資
料
一
―
一
）（
平
成
二
六
年
九
月
三

日
）
参
照
。
Ｇ
Ｅ
Ｏ
へ
の
国
際
貢
献
も
踏
ま
え
て
新
た
な
実
施
方
針
を
検
討
し
つ
つ
、
そ
れ
を
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
議
論
に
反
映
さ
せ
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
の
専
門
家
の
情
報
や
推
進
部
会
の
議
事
録
・
資
料
等
で
確
認
す
る
と
、
結
果
と
し
て
、
例
え
ば
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
戦
略
計
画

に
お
い
て
「
社
会
課
題
解
決
」
が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
点
、
地
域
協
力
が
協
調
さ
れ
て
い
る
点
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
及
び
仙
台
防
災
枠
組
み

等
の
国
際
枠
組
み
と
の
連
携
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
等
に
、
日
本
の
方
針
・
議
論
の
反
映
が
み
ら
れ
る
。
特
に
三
点
目
は
、
パ
リ
協
定
を

加
え
た
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
優
先
連
携
三
分
野
の
設
定
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
新
Ｓ
Ｂ
Ａ
ｓ
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
、
気
候
が
指
定
か
ら
外
れ
る
可

能
性
が
生
じ
た
が
、
日
本
は
、
東
京
で
主
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
と
し
て
気
候
変
動
へ
の
適
応
と
緩
和
の
重
要
性
を
発
信
し
、

国
際
Ｗ
Ｇ
や
執
行
委
員
会
で
の
議
論
を
通
じ
て
流
れ
を
作
っ
た
。
結
果
、
他
国
の
支
持
も
得
て
、
気
候
は
Ｓ
Ｂ
Ａ
ｓ
よ
り
一
段
上
の
Ｓ
Ｂ

Ａ
ｓ
横
断
の
分
野
と
し
て
戦
略
計
画
に
記
述
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
議
論
が
日
本
の
方
針
に
反
映
さ
れ
た
一
例
と
し

て
は
、
日
本
の
複
数
の
専
門
家
が
、
日
本
の
今
後
一
〇
年
の
実
施
方
針
に
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
あ
げ
る
。
な
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お
、
米
国
の
専
門
家
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
オ
ー
プ
ン
な
デ
ー
タ
配
布
方
針
は
元
々
米
国
が
推
進
し
て
き
た
政
策
で
あ
る
と
す
る
。

（
28
）　CEN

RS/N
ST

C, the Com
m

on Fram
ew

ork for the E
arth-O

bservation D
ata （M

ar. 2016

）.
（
29
）　U

SGEO
, supra note 15 （2018

）.
（
30
）　N

ST
C, supra note 14, p.8; U

SGEO
, ibid.

（
31
）　U

SGEO
, supra note 15 （2019

）. 

米
国
専
門
家
の
一
人
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
の
課
題
を
「
参
加
機
関
に
対
し
何
ら
公
的
権
限
を
保
有

せ
ず
、
省
庁
横
断
で
予
算
調
整
す
る
義
務
を
も
た
な
い
」
と
し
た
が
、
こ
の
課
題
を
一
定
程
度
改
善
す
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

（
32
）　

地
球
観
測
連
携
拠
点
（
温
暖
化
分
野
）
に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
観
測
推
進
事
務
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://occco.nies.

go.jp/index.htm
l

）（
参
照
日
二
〇
二
〇
年
八
月
二
四
日
）。

（
33
）　

Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
前
掲（
22
）一
七
頁
。
推
進
部
会
前
掲（
23
）。
な
お
、
文
科
省
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
は
「
地
震
及
び
火
山
分
野
」
の
連

携
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
水
分
野
と
生
態
系
・
生
物
多
様
性
分
野
に
つ
い
て
は
、
検
討
さ
れ
た
も
の
の
設
置
に
い
た
ら
な
か
っ
た

と
推
察
さ
れ
る
。
推
進
部
会
「
地
球
観
測
連
携
拠
点
検
討
の
た
め
の
作
業
部
会
の
設
置
に
つ
い
て
（
案
）」（
第
三
期
第
四
回
配
布
資
料
）

（
平
成
二
一
年
八
月
七
日
）。
日
本
の
専
門
家
に
よ
る
と
、
執
筆
時
現
在
、
関
係
省
庁
連
絡
会
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

（
34
）　

例
え
ば
、
推
進
部
会
「
令
和
二
年
度
我
が
国
に
お
け
る
地
球
観
測
の
実
施
計
画
」（
令
和
二
年
八
月
二
八
日
）
及
び
「
令
和
二
年
度

『
我
が
国
に
お
け
る
地
球
観
測
の
実
施
計
画
』（
案
）
集
計
概
要
」（
第
八
期
第
六
回
資
料
一
―
二
）。
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
前
掲（
22
）等
。

（
35
）　

Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｓ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.diasjp.net/en/about/

） （
参
照
日
二
〇
二
〇
年
八
月
二
四
日
）。

（
36
）　GEO

, supra note 2 （2005

） p.10. V
oluntary, legally non-binding basis

の
組
織
と
し
て
設
置
す
る
と
あ
る
。

（
37
）　

本
節
の
内
容
は
、
栗
山
育
子
「
地
球
観
測
に
関
す
る
国
内
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
発
展
」（
第
六
四
回
宇
宙
科
学
技
術
連
合
講
演
会

（4H
03

）
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
発
表
）
を
基
に
記
述
。

（
38
）　

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
研
究
開
発
戦
略
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
／
Ｃ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
）「
研
究
開
発
の
俯
瞰
報
告
書
主
要
国

の
研
究
開
発
戦
略
（
二
〇
二
〇
年
）」（CRD

S-FY
2019-FR-02

）
二
〇
二
〇
年
、
三
四
頁
。

（
39
）　

文
部
科
学
省
設
置
法
（
平
成
平
成
一
一
年
七
月
一
六
日
法
律
第
九
六
号
）
第
七
条
第
一
項
。

（
40
）　

文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
令
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
二
七
九
号
）
第
六
条
第
三
項
。

（
41
）　
Ｊ
Ｓ
Ｔ
／
Ｃ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
前
掲（
38
）三
六
頁
。
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（
42
）　

文
科
省
前
掲（
17
）各
期
の
委
員
名
簿
参
照
。
例
え
ば
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
戦
略
計
画
案
を
起
草
す
る
国
際
Ｗ
Ｇ
に
は
、
部
会
委
員
の
小
池
東
京

大
学
教
授
が
共
同
議
長
と
し
て
、
村
岡
岐
阜
大
学
教
授
が
執
筆
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
る
。
推
進
部
会
前
掲（
27
）。

（
43
） 　

文
科
省
は
、
包
括
的
な
省
庁
横
断
の
総
合
調
整
機
能
は
有
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
文
科
省
が
有
し
て
い
た
省
庁
横
断
の
研
究
開
発

資
金
で
あ
る
科
学
技
術
振
興
調
整
費
は
現
在
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
文
科
省
「
事
業
仕
分
け
第
三
弾
（
評
価
結
果
）
文
部
科
学
省
分
（
平
成

二
二
年
一
一
月
一
九
日
現
在
）」（https://w

w
w

.m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/chukyo/chukyo4/027/siryo/_ _icsFiles/
afieldfile/2010/12/09/1299707_1.pdf

）（
参
照
日
二
〇
二
〇
年
八
月
二
三
日
）。

（
44
）　

文
科
省
前
掲（
17
）各
期
の
議
事
録
及
び
配
布
資
料
参
照
。
例
え
ば
、
推
進
部
会
前
掲（
27
）。

（
45
）　

第
五
期
科
学
技
術
基
本
計
画
（
平
成
二
八
年
一
月
二
二
日
閣
議
決
定
）。

（
46
）　

推
進
部
会
「
地
球
観
測
推
進
部
会
取
り
ま
と
め
～Society 5.0

の
実
現
に
貢
献
す
る
地
球
観
測
～
」（
平
成
二
八
年
一
二
月
一
日
）。

（
47
）　

宇
宙
基
本
計
画
（
令
和
二
年
六
月
三
〇
日
閣
議
決
定
）。


